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序

地域開発に伴う道路をど交通網の整備事業は、現代社会の進歩発展から生ずる必然的を要請

であり、本県においても、このようを建設事業が多く計画・実施されております。

これらの開発事業に開通して、私たちには、先人が長い歴史の中で培い育んできた貴重を文

化遺産を保護し、新たを文化創造の糧として活用していく責務があります。

国土開発計画に基づいて建設される東北縦貫自動車道は、産業・経済開発の大動脈として多

方面からの期待をにをう国家的を大事業であり、宮城県境より西根インターまでは、すでに供

用され、現在は更に秋田・青森県境へと工事が進められております。

岩手県教育委員会は、この供用区間に関係した99遺跡について、日本道路公団仙台建設局の

委託によって、昭和47年度から7か年にわたって発掘調査を実施し、その整理と報告書の作成

を、昭和53年度から4か年計画で実施して参りました。本年度は、その最終年度にあたります。

本報告書は、東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書の第ⅩⅥ冊目として、和賀郡江釣子

村の猫谷地遺跡について、調査結果をとりまとめたものであります。

調査の結果、検出されたおもをものに、縄文時代(中期一後期)の土塊群と、古代の集落跡

があります。中でも集落跡は、同一地域に古墳一奈良一平安の各時代にまたがって形成されて

いたものであり、その様相や変遷の過程を知る多くの成果を得ることができ、古代集落のあり

方を知る上で、貴重を資料を提示いたしております。

この報告書が、研究者のみならず、広く一般のかたがたに活用され、埋蔵文化財に対する理

解が一段と深められるよう願ってやみません。

ここに、調査について御援助・御協力をいただいた地元教育委員会はじめ関係各位に対し、

ノし、から感謝申し上げます。

昭和57年3月

岩手県教育委員会

教育長 新 里 乃
害亘重さ





例
1.本書は、東北縦貫高速自動車道関係遺跡調査報告書第ⅩⅥ分冊として、和賀郡江釣子村に

所在する猫谷地遺跡について作成したものである。なお猪谷地遺跡は南方の自然堤防上に立

地する猪谷地古墳群の一部と北方の低位段丘上に位置する本宿追跡の一部にあたる地域であ

り、本来は個々に登録されているものであるが、本調査にあたってはそれら両地区を合わせ

て「猪谷地遺跡」としたものである。

2.発掘調査は日本道路公団より委託をうけ、岩手県教育委員会が主体と在り昭和48年5目か

ら10月にかすて自然提防上に当たる南半部、 10月-1用そして昭和49年4目へ5月、 10月へ

11月にかすて北半部分を調査した。調査面積は合わせて12,960正である。

調査は菊地郁雄、山口興典、三上昭、吉田努、阿部省吾、高村寡夫、高橋文夫、高橋義介、

中月憧紀、佐藤和男、千葉周秋、佐伯研二、中村清也、四井謙吉、藤井敏明、斎藤淳、新沼

武秀が担当し菊地郁雄がそれを総括した。

3.調査及び整理に当っては次の方々と機関のご教示、ご協力を賜わった。 (敬称略、順不同)

田中喜多美(県文化財保護審議員)

板橋 源(県文化財保護審議員、県立博物館

長岩大名誉教授)

草間俊一(県文化財保護審議員、県立盛岡短

期大学学長)

司東真雄(県文化財保護審議員)

林 謙作(北海道大学)

工藤雅樹(宮城学院大学)

桑原滋郎(文化庁)

中川久夫(東北大学)

高橋信夫(県立博物館)

斎藤尚巳(北上市教育委員会)

沼山源善治(北上市市史編さん室)

本堂寿一(北上市立博物館)

佐久間豊(千葉県教育委員会文化課)

辻 秀人、及川 沖、遠藤勝博

東北歴史資料館

宮城県教育委員会文化財保護課

岩手県埋蔵文化財センター

江釣子村教育委員会

庄司貞雄(東北大学)

4.資料の鑑定、分析については次の方々と機関のご教示ご協力を賜った。 (敬称略、順不同)

石 材 鑑 定

種 子 鑑 定

木 炭 鑑 定

炭化米鑑定と執筆

土 器 胎 土 分 析

火山灰分析と執筆

大船渡農業高校 佐藤二郎

県文化財保護審議会委員 村井三郎

木炭協会経営指導員 早坂松次郎

佐藤敏也(国分寺市在住)

種市高校 照井一明 岩手県立博物館 岩手県工業試験場

岩手大学農学部 井上克弘 東北大学農学部 山田一郎



カーボンデーテイング 日本アイソトープ協会

5・本書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行の2万5千分の1地形図、 20万分の1地

形図を使用した。

6・ゲ)ット配置図は、日本道路公団作成による「東北高速道計画図」を使用し、遺跡、遺構

等の方向表示は、同図の第10系座標の北方向である。

7・遺跡における層相の色調観察は、小山・竹原編著「新版 標準土色帳」 (日本色研事業株)

を使用した。

8・遺物、写真、実測図等の資料は、岩手県教育委員会事務局文化課において保管している。

但し、遺物の一部は岩手県立博物館に移管し展示されている。

9・調査主体、岩手県教育委員会、日本道路公団。

10.調査担当者、岩手県教育委員会文化課。

11・本書の執筆、編集は斎藤淳が総括したが、序文1.経過2.調査方法については吉田努、

3・整理については相原庸二、地形概観の執筆は佐藤二郎、縄文時代(遺構遺物等)田村壮

一、古代(遺構、遺物等)は斎藤淳がそれぞれ執筆担当した。

12・土器実測は、佐久間豊、田村壮一、斎藤淳が行い、トレース等は漆原悦子、小西エイ子、

黒田あや子、菊池純子、秋葉良子の協力を得て行なった。

13・挿図の縮尺は縄文時代(遺構1/60、 1/50、遺物1/3、 1/6)、古代(遺構、遺物1/3)を原則

としているが一部にあっては率の異なる場合がある。

14・古代の遺物で堆積土田土遺物については番号に○印をつけて区別してあり、土師器の黒

色処理されたものは「あみ点」を、須恵器の断面は黒塗りしてある。
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序

1 経 過

県内の東北縦貫自動車道建設は、昭和40年11月仙台・盛岡間の基本計画の決定に始まり、昭

和43年4月の施行命令によって貝体化される。

これによって破壊される埋蔵文化財の取扱いについては、文化庁と日本道路公団の覚書によ

り、岩手県教育委員会がねこをうことになった。

まず、一関・盛岡間の路線予定地内の分布調査が、昭和42年及び43年に実施され、昭和45年

2月19日水沢・花巻間40km、同年11月25日一関・胆沢問30km、 46年2月10日石鳥谷・盛岡間29

kmの路線発表が毒されたことに伴をい、昭和47年8月-9月に、用地幅50mで現地確認調査、

同年10目インターチェンジ及び付帯施設予定地内の現地確認調査等が順次実施され、一関・盛

岡間の調査対象遺跡は当初82ヶ所確認された。

これらの破壊される遺跡について、できるだけくわしく調査記録し、遺跡のもつ歴史的価値

を永く後世に伝えることを目的とし、昭和47年度に北上市・花巻市・金ヶ崎町所在の遺跡から

調査が開始され、用地買収、着工順位に従って順次すすめられた。

この間、調査除外としたもの4ヶ所がある。一関市苅又遺跡は過去の開田による破壊の程度

が大きく煙滅、一関市松の木遺跡は宅地化による破壊、衣)帰す桝形陣場跡は所在位置が路線か

らはずれる。衣川村二枚貝化石層は遺跡としての調査対象とし憂いをどの理由による。

また、路線変更によって保存されたのが、平泉町伝護摩堂跡である。この遺跡は奥州平泉文

化との関連が考えられ、路線発表後に路線内に所在することが確認され、急遽日本道路公団と

協議し、路線を西側に変更した。一方、工事直前もしくは工事中に新しく確認追加されたもの

に、土壌場の和賀町梅ノ木工へⅦ遺跡、路線内では江釣子村下谷地B遺跡・紫波町境館遺跡お

よび柳田館遺跡がある。

昭和49年6月20日、盛岡・安代問53kmの路線発表があり、この区間のうち、盛岡・西根(松

川まで)間が調査対象の日程にくりこまれ、当初、 8遺跡が確認されたが、工事中に滝沢村卯

遠坂遺跡が発見追加され、更に紫波インターチェンジの誘致新設に関連し、栗田工へⅢ追跡が

調査対象となる。

以上のように、一関・西根(松川まで)区間の調査対象遺跡数は、除外、新規発見をどによ

る変動を見て来た。このことは、埋蔵文化財保護の基本の一つとして、分布調査の重要性が改

めて問おれる一面でもある。結局、調査追跡数は、 99遺跡、 18市町村におよぶものとをった。

調査をすすめる一方、文化庁、日本道路公団との協議によって、前述の伝護摩堂跡を完全保



在したのをはじめ、江釣子村鳩岡崎追跡の縄文中期の大竪穴住居跡の一部分、水沢市石田遺跡

では、奈良時代未から平安時代初期に相当する焼失家屋1棟、紫波町上平沢新田遺跡では、平

安時代相当の焼失家屋1棟の路線境検出遺構を一部精査の上、それぞれ埋めもどし現地保存を

した。

また、江釣子村猪谷地遺跡の古墳1基、紫波町境館遺跡の墳墓1基、柳田館追跡・盛岡市大

田方八丁遺跡の一部は、施工方法や設計変更等によって可能を限りの保存策をとった。

しかし、これらの保存遺構や遺跡の管理、活用は今後十分に留意しかすればをら老いもので

あり、それが毒されかすれば完全な保存策であったとは言い得ない。

昭和47年度に始まった調査は、昭和53年度の紫波町栗田Ⅲ遺跡を最後に終り、以後、整理作

業をすすめるなかで逐次報告書を刊行してきたが、本年度はその最終年度にあたる。

東北縦貫自動車道建設の具体化以来、事業をすすめるに当って、終始指導と助言をくださっ

た県内外の協力者、および献身的な協力を得た関係市町村教育委員会、学校、関係諸機関、地

元作業員の方々をはじめ各位に改めて敬意を表したい。

をお、西根町以北の東北縦貫自動車道関連遺跡は、 (財)岩手県埋蔵文化財センターによって

調査されることになり、昭和53年度から実施されている。

2 調査の方法について

(l)調査対象範囲の選定は、遺跡の中で用地内および付帯施設を含む関連部分は、すべて調

査対象とした。更に、当該遺跡周辺の分布調査を可能を限り実施することにつとめ、調査地と

それをとりまく遺跡群との関連解釈の一助に資することとした。

(2)調査対象全域に次のような地区を設定した。

①地区設定のための原点は、日本道路公団測量の路線内中心杭の任意のものに定め、それと他

の中心杭の2点間を見通す直線と、原点を通りこれに直交する直線を座標の基準線とした。

②南北の基準線をもとに、 30mを1ブロックとし、北から順にA・ B……の記号を付し、これ

を東西、南北に10等分し3mX3mの7')ットを設定、 71)ット名は北から順にa鵜j、南北基

準線から東方へ50・53・56……。西方へ03・06・09……。の記号を付し、これとブロック記号

の組合せで表わした。例えば、 AaO3・Aa50のようになる。

(3)発掘および記録について、発掘調査は絶対にくりかえしの出来をい作業である。特に、

緊急調査と言う性格と記録保存を考えるとき、調査の過程で観察された事項は可能を限り詳細

に、しかもすべて客観的データーとして記録されねばならないし、記録者の解釈と観察された

事実とが混同されぬよう留意しをがら①遺構群をひとつのまとまりとして把握すること、文化

層が重をっている場合、層序とともにそれぞれの文化層のひろがりを確実に把握すること、更

に緊急調査の場合、事後の保存が困難である以上、トレンチによる部分発掘は回避すべきであ



ることからダリット設定にもとずく平面発掘につとめた。

(①原則として3mX3mのグ)ットで、調査地における遺物・遺構の分布状況を把握するため、

「ちどり」状に人力による粗堀をすることにしたが、結果的に機械力の導入も多かった。遺物・

遺構の検出を見た場合、その具体的内容を究明するため必要範囲の全面発掘を実施した。

③遺構が検出された場合、該当ゲ)ット名を付した。その場合もっとも北西に位置するゲ)ッ

ト名で呼称することを原則とした。精査に当っては、 2分法・4分法による平面発掘に留意し、

遺構の性格と内部堆積状況・構造・重複等を把握しをがら完掘することにした。

④遺物は、原則としてゲ)ットごとに取り上げ、遺跡記号・出土年月日・出土地点・出土層位

を記録し、遺構に直接関係するものや、年代決定の資料と在り得るものについては出土レベル、

位置を平面図に記録し、遺物番号を付して取り上げた。

⑤遺物の出土状況・層位・遺構に関する所見等の記録は、実測図・遺構カード・フィールドノ

ートを用い、全体の問題点、進行は調査日誌に記録した。

⑥写真記録は、 35mm版モノクロ、カラー・ 6×7cm版モノクロを主として用いた。

(4)実測方法 ①発掘された遺構の実測は、原則として遣り方実別を用い、平板実測は補助

にとどめた。 ②原図の縮尺は1/20に統一したが、遺構・遺物の細部については、必要に応じて

1/10縮尺を採用した。

(5)関連科学との連けいについて、総合的を見地からの記録作業という意味で、考古学のみ

ならず関連科学の研究者、とくに自然科学系統の分野との連けいに留意し、調査現場の実見と

見解を求めることにつとめた。

3 整理について

整理にあたっては調査の性格(「緊急調査」と「記録保存」)を十分に考慮した。したがって可能

を限り詳細な記録を作成することと、その公開を主目的とした。なおいわゆる「行政調査(と

くに緊急調査)」と「学術調査」の異同を、その「現場」に投入された技術、方法の次元に還元

して論ずるのは妥当ではない。 「緊急調査」の「現場・調査」の位置づけについては、本課に

も若干の反省点がある。

(1)いれゆる「珍品主義」・「一番主義」を排し、得た資料のすべてを観察し、それぞれに応

じた記録を作成することを目ざした。各調査地(「遺跡」)・調査資料の正当を評価の資料を提示

するためであるし、それが「記録保存」の趣旨にも連をるからである。その結果として記述が

若干繁雑になった。ただし実際上は、調査担当者の設定仮説が整理担当者に十分に伝わってい

ないをどのことも目立ち、満足のいく整理を必ずしもをしえをかった調査地もまた多い。遺憾

である。また本書に提示した諸仮説、見解は本課の統一見解では牽く、整理担当者のそれであ

る。具体的には、 ①観察事項の正確を伝達 ②仮説の提示とその展開、吟味 ③新規の仮説、



問題点の提起 ④新しい資料操作法の提示、などを目ぎしたが、前述のように必ずしも十分に

は実施できをかった。

(2)調査地はそれのみ単独での評価は避け、一定の地域内とりわけ他の「遺跡」との関係を

重視して解釈・評価するように努めた。 『周辺の遺跡』の項がやゝ繁雑にわたっているのほぞの

為である。これは(1)の実践をめざすのみ在らず、遺構存在を遺跡成立の絶対条件視する見解へ

の反論のためにも必要であり、とりおけ埋蔵文化財保護にはきわめて重要を観点である。

(3)調査時と同様に「関連諸科学・諸技術との連携」に留意した。 (1)で述べた目的を満足さ

せる為に必要不可決であり、さらにはその保存処理・各種データの蓄積・その公開も本課に課

せられた責務だからである。今後の継続実施を考慮し、可能なものは努めて本県内の機関・公

所・その他に連携ないし委託先を求めた。具体的実施例は、年代測定(カーボンデイテイング・

熱ルミネッセンス法他)・材質鑑定(石材他)・樹種鑑定(木器・木材・柱脚他)・種子鑑定(炭

化米・雑穀類・雑草類他) ・花粉分析・人骨(歯)鑑定・猷骨(家畜を含む)鑑定・組成分析(粕薬・

土器胎土・火山灰他) ・燐分析・地質学的諸分析等にわたるが、今後も新分野を加える必要があ

る。保存処理は、木器・木材・柱脚類、鉄器類を中ノし、に実施しているが、これも今後さらに新

分野のものについて実施する必要がある。地質学的知見・教示は(2)をどとの関連で、調査地お

よび周辺の「遺跡」の立地・占地に関して、また遺物と出土層(とくに火山灰層)との関連に

留意して援用した。大規模調査地については航空写真・ステレオカメラにもとずく作図を採用

した。

(4)すべての対象(遺構・遺物・「遺跡」)について、技法的分析に加え組みあれせ重視の観

点をも加えてある。

(5)以上の技術的基準・指標として『出土遺物の整理について』(昭和47年作成のち一部修正)

を作成し大略それに準拠した整理を実施した。細部は省細するが、大枠は(D観察事項を正確に

伝えるための作図法他の技術的部門、 (①文章表現上の留意点とから在る。後者については観察

事項と解釈の峻別・不明事項の不明の理由明示をどがとくに求められている。

(6)得た膣大な資料の公開は、別途計画のもとに実施されるであろう。
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I 地形概観

一利賀川流域の地形について一

大船渡農業高校 佐藤二郎

1.はしがき

約185万年前に始まり現世におよんでいる第四紀は、地球表面の諸形態・模様を形成した時

代である。この時代の産物は、俗に土、砂、砂利と呼ばれるものを主体とする。それらは、そ

の根源物質の種類と性質、地域の古地形環境、古気候、古植生および地殻の変動をどの相互作

用のもとに形成され、それぞれがもっとも安定した空間に定着する。ところで、このようを性

格を有する第四紀の産物のうち、比較的新しいものは、その安定空間を段丘というかたちでと

る。段丘とは、段丘面と呼ばれる平坦面と、段丘崖と呼ばれる崖を構成要素とする地形をいう

が、それはまず、面を平坦化する作用によって、つぎにそれを段化させる働きによってつくら

れる。この面の平坦化作用、段化作用を支配するものとして、第一義的に流水および海水準が

あげられる。

上記のことから、段丘地形の研究は、その対象が狭小であるとしても、可能を限り広汎な視

野にたっ地質学的手法によらかすれば心もとない。この地域を含む北上)I仲流域の地形学的研

究はかをり以前からなされているが、上記のような理念のもとに行われだしたのは1960年代以
1),2).3)

降のことである。
4).5)

筆者がここに述べる内容は、 1960年代初期から1970年前後にがナておこなった、この地域の

地下地質の研究成果の一部に、最近の研究の成果を加えたものである。
6).7)

2.地形区分

北上川中流域は、北上山地と奥羽山地の境界に 第1表 和賀川下流域段丘対比表

発達した起伏に富む低湿帯に埋積した土砂によっ

て形成された、扇状地性段丘群の集合体といえる。

そのため、その基盤の頂部が著しく高かった場所

が、ときとして残丘となって露出することがある。

この地域の河岸段丘は、第1表のように区分さ

れ、それらは日本の第四系標準地域である南関東

地域のそれと、同表のように対比される。これら

の分布を第1図に示す。

言\ミ 南 関 東 和賀川流域 

沖積世 海岸平野 河 岸 平 野 

洪 積 世 

後 期 

立川段丘 金ヶ崎Ⅱ段丘 

武蔵野段丘 金ヶ崎I段丘 

中 期 

下末吉段丘 村崎野段丘 

多摩Ⅱ段丘 
西 根 段 丘 

多摩工段丘 

3.地形各説

(1)先第四系の残丘

北上市二子町宿の西方の飛勢森、同市飯豊町飯豊森の2箇処に、小規模に分布する。ともに

一
田園王



新第三系中新統下部の稲瀬層からなる。前者の地区では、後述の黒沢尻火山灰に覆われている。

(2)段 丘

a.西根段丘 金ヶ崎町の西方、西根地区を模式地とする。和賀川以南においては、和賀

町石曽根から岩崎新田にわたる地区と六原扇状地の両線沿いに、さらに六原扇状地の束半部を

占める西根地区と六原町から相去町にかすて残丘状に分布する。これに対して同川以北では、

尻平川沿岸の脊梁山地束緑部に、また、北上川東岸においては、れずかこ江刺市正源寺台東部

に分布するにすぎない。

西根段丘はかなり開析され、段丘面の頂部は、原形を失うまでに侵蝕されている。

この段丘の分布地域である金ヶ崎町西部の台地は、近年著しく開発されてきたが、すべて農

用地であることから自然斜面に沿う土地造成が主となっている。そのため、この段丘堆積物の

露出がきれめて少か、。金ヶ崎町細野の南方女天板附近での段丘崖の観察、同町大沢地区の深

井戸資料(第2図(1))によればその主体は、約10mに達する大・巨礫大の著しく風化した安

山岩円礫層である。これと同じ風化円礫は、六原町道所森や西根工業団地の切割りでも見られ

る。花巻市尻平川部落および尻平川南岸の脊梁山地東緑に分布する段丘堆積物は、中・大礫を

主体とする砂礫層を主とし、間に砂質粘土層をはさんでいる。

西根段丘の上位には、層厚10mにおよぶ赤褐色火山灰、浮石および火山灰質粘土が重をる(第

2図(2))。中川他(1963)は、北上川中流域の火山灰層を古期のものから一首坂火山灰、前沢火

山灰および黒沢尻火山灰の3層に区分したが、最近の金原(1981)の研究によると、この段丘

の堆積面上は、これらすべての火山」灰層におおおれているところが多いという。

b・村崎野段丘 北」市村崎野地区を標式地とする。和賀川以南の地域では、金ヶ崎町西

方の台地(西根段丘)辺緑部と和賀町法量野一帯および相去町成沢地区に分布する。北上川東

岸地域では、北上市荒屋敷地区から立花、下門岡を経て江刺市十文字台に至る間に飛石状に分

布する。和賀川以北の地域においては、花巻市中笹間から村崎野および小鳥崎にかけて、また、

花巻市大森から成田に至る範囲に連続的に広がる。

六原扇状地の南緑部を流れる黒沢川南岸に分布するこの段丘は、下位面と約20mの比高を保

つ○相去町成沢地区に分布するこの段丘面と下位面との比高は、束緑部において10へ15mであ

る。中笹間から小鳥崎にわたる地域のこの段丘面の下位面との比高も、北上市常盤台附近で約

20mに達する。しかし、一般に北上平野中央に張り出ているこの段丘の段丘崖は、西漸するに

つれて漸次比高を減じ、ついに下位の金ヶ崎段丘面と収れんする傾向を示す。

地形面はやゝ開析されてはいるが、比較的新鮮でよく原形をとどめている。

各地での露頭の観察および深井戸資料などによると、この段丘構成物の主体は、層厚20へ30

mの砂礫層であるが、和賀町宿附近および村崎野一帯では、その上部に層厚2へ5mの白色細

-
2
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粒火山灰質粘土が重をり、その上面に古土壊および乾裂が発達する。これが、降下火山灰なも

のか二次的堆積物なのか、いまのところ不明である。この段丘構成砂礫層は、中川他(1963)

により飯豊礫層と呼称されているものである。礫は比較的新鮮な大・中円礫からをり、よく分

級・淘汰をうけている。 (第2図(3)・(4))

村崎野段丘の堆積面の上位には、黒沢尻火山灰(中川他、 1963)と呼ばれる火山灰層がのる。

同層は、上部の赤褐色火山灰と、下位の浮石(村崎野浮石)とに分けられる。これらのうち村

崎野浮石は肉眼的に数層に区分しうるが、金原(1981)はこれの詳細を重鉱物分析をおこない、

両輝石安山岩質の下部(再定義の村崎野浮石)と、普通輝石安山岩質の上部(山形火山灰、標

式地は胆沢町山形)とに2分した。また、これら各浮石の中部層の等層線図を求め、その噴出

源を牛形火山(1340m)としている。 (第2図(3)・(4)・(5))

C.金ヶ崎I ・ Ⅱ段丘 金ヶ崎町市街地附近を模式地とする段丘である。この段丘は、北

上川中流域中もっとも広く分布し、面はほとんど開析されていをい。北上川中流域の脊梁山地

東緑に頂部をおく扇状地群は、すべてこの段丘に相当する。

この段丘は、北上市街地から和賀町竪Ii順にがナてのびる段丘崖により、上下2段に細分さ

れる。下位段丘の分布は、この区域に限定される。この段丘崖の比高は、北上市常盤台附近で

約5mである。また、下位面と河岸平野との比高は、北上市街地一帯で2へ3mである。

上位の金ヶ崎I段丘は、和賀川の南北両側において、それぞれ六原扇状地および後藤野扇状

地を形成している。六原・後藤野面扇状地の比高に着目すると、河岸平野に対する前者の比高

は15へ20mに達するが、後者のそれは、和賀町横川目地区で10m前後である。一方、六原扇状

地東縁辺の金ヶ崎町三ケ尻地区におけるこの面と河岸平野面との比高は、 10m程度である。ま

た、夏油川下流域についてみると、岩崎地区で15m前後の比高を有するのに対し、扇状地頂部

の鍋割地区では30mにもおよぶ比高とをっている。これらのことがらと、本来、南東方向に流

動すべき夏油川が、北東方向に流れて和賀川と合流している事実とを総合すると、この面の形

成後、和賀川筋を軸とする北側への地盤の傾動がおこり、その結果、 Ⅱ面が生じたと考えられ

る。このように、 I ・ Ⅱ面の間には本質的を違いはなく、局地的を存在とみられる。

金ヶ崎段丘の構成物は、痺木礫層(中川他、 1963)と呼ばれる礫層である。同層は、 10へ20

mの層厚を有し、扇状地の末端部では淘汰・分級の進んだ新鮮を小‥申礫によって構成されて

いるが、頂部に向うにつれて次第に粒径を増し、大・巨礫を多く混えるようになる。この段丘

の堆積面上に、この段丘形成期の火山灰はのらない。

d.河岸平野 主として北上・和賀両川沿いに分布する、沖積世に形成された平坦面で、

水平的に氾濫原に移行する。この面に散在する集落は、ほとんどこの時期の砂礫を主体とする

自然堤防上に形成されており、周辺の面より1へ2m高い。和賀川と北上川との合流点の北側

ー
5
-



には、厚さ10m余の高含水腐植土層からをる後背湿地が形成されており、いわゆる軟弱地盤地

帯となっている。

これまで、金ヶ崎段丘以降の堆積物中には、火山灰層が老いとみられていた。ところが1970

年代後半に入り、北上川流域の各地で詳細な遺跡調査が進められてきた結果、沖積世の腐植

土中に厚さ2へ3cmの白色細粒火山灰が分布していることが確認されるに至った。これは1000

AD頃の十和田火山の噴出物で十和田aテフラと呼ばれているものである。 (大池;1972、

町田・新井・森脇;1981)

4.地形発達史

上記の各段丘の分布上の特徴を指摘すると、西根段丘面は東西方向で傾斜が急であるが、南

部から北部に向うにつれて、分布面積が少くなる。村崎野段丘は比較的緩傾斜で東側で広が

る面も西方に向うにつれて次第に狭く在ると同時に比高を減じ、やがて下位の金ヶ崎段丘と取

れんする。金ヶ崎段丘は面の傾斜がもっとも急で下位の村崎野・西根両段丘の侵食谷を広く

おおい、かつ、これら分布域の奥地、さらに脊梁山地内部までくい込んだ分布形態を示す。

世界的にみると、約70万年前に始まる第四紀中期初頭は、第三紀末から続いてきた海面上昇

が止み、海面の低下が始まって最初の段丘の形成が始まった時期に相当する。それが中期末に

近づくにつれ、地球は再び暖化したして著しい海面上昇がねこった。その結果、この時期に形

成された段丘面は、著しく緩傾斜と在っている。約10万年前に始まる第四紀後期にをると、気

候は再び寒冷化して海面低下がおこり、約l万8千年前にはその極に達した。この時期の海面

低下は氷期を通じて最大のもので現海面下120へ180mに達する。したがって、この時期の段

丘面の広がりはもっとも大きく、かつ、傾斜も急である。沖積世に在ると、海面は再び上昇し、

現在より少し高い水準に達した後、また後退して現在の海水準面と在った。

この地域の4段の河岸段丘は、この第四紀中期以降の世界的を海水準変動に対して形成され

た、各地域の段丘地形のそれと、よくぞの特性が共通している。この地域の第四系をらびに地

形も、上述の第四紀地史に沿うことはいうまでもをい。

〔参考文献〕
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第3図 遺跡の位置
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Ⅱ 遺跡の立地と周辺の遺跡

1.位置(第3図)

猪谷地遺跡は和賀郡江釣子村上江釣子本宿及び猪谷地に南北にまたがる形で所在するもので、

東北本線北上駅の西方約3. 3血、北上線江釣子駅の東方約1血のところに位置し、遺跡の北側を

国道107号線が東西に走り、南方約0.3血には和賀川が東流して北上市の南東で北上川と合流し

ている。をお猫谷地遺跡の名称は調査地点が登録上の本宿遺跡の東側地域、猪谷地古墳群の西

側地域と二遺跡にまたがっているので、その二遺跡を総称して付したものである。

2.地形・地質(第1図・第4図・第6図)

猪谷地遺跡は二つの遺跡の総称であることは既述のとおりである。この二つの遺跡は地形的

にみた場合大きを差異がある。本宿遺跡は金ヶ崎段丘(所期)に載り、猪谷地古墳群は、沖積

面の自然堤防上に立地している。

和賀川左岸の段丘は高い方より村崎野段丘(中位段丘) 、金ヶ崎段丘(低位段丘)の二つで

構成されている。横川目の和賀川と尻平川の合流点の北西の一部を除けば、高位段丘である西

根段丘は当地方では欠落している。村崎野段丘は黒沢尻火山灰層と村崎野浮石層をのせており、

金ヶ崎段丘ではこれらを欠いている。空中写真判読ならびに現地調査によれば江釣子村では

この二つの段丘は更に細分が可能である。

地形図上、横堰附近では、村崎野段丘は2段に、また高畑、野崎、曽山を結んだほぼ東西に

伸びる崖線で金ヶ崎段丘も2段に細分される。ただし、この細分は、黒沢尻火山灰層や村崎野

浮石層が金ヶ崎段丘形成以前に降下しているという、地質学研究者の従来の見解を前提として

いるものである。

金ヶ崎段丘(所期)面は、教本の小河川で開析され、また段丘化した自然堤防が列状に良好を

発達をみせている。自然堤防は比較的規模の大きいものであり、段丘面との問には和賀川の旧

河道が存在する。をお調査の結果、この自然堤防は金ヶ崎段丘の一部を形成しているもので老

いことが判明している。旧河道との比高は約1mである。この地域で検出された竪穴住居跡は

いずれも自然堤防の尾根(ridge )より南側の緩斜面(sIope)に、尾根に沿ってやゝ東西方

向に占地している。また縄文中期未一後期初頭にかけての土器片やフレイク類が散見されるこ

とにより、少をくともこの時期までには、自然堤防は安定したものとなっていたと言えるであろ

う。それ以後の冠水の形跡はみられ老い。

3.基本層序(第4図)

低位段丘(金ヶ崎段丘一新期)は、耕作土、クロボク、シルト一組砂・巨礫まじりの円礫層

(痺木礫層)という構成を示す。国道107号線沿いではシルト一組砂を欠き、礫層上に直接クロ

ボクが載るが、礫層南側に行くにつれて漸次傾斜し、それにつれてシルト一粒砂層の層厚も厚
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いものにをっている。崖線付近ではシルト一組砂層の厚さは2m近いものとなっている。上部

はMatrixが粘土である。

旧河道の深掘りでは、低湿地特有の粘土、ピート、黒泥土の発達がみられる。 EC30グリッ

ドを例にとると堆積物は、耕土、黒泥土、ピート、ピート(材、ヨシ遺体を含む)、黒泥土、砂

層という層序になる。他のグリッドの観察によると、下位の礫層の上部は若干\揺れ、を示すよ

うである。ここで注目されるのは、表土から約30cmのhorizonのピート中にみられる灰白色へ

・黄色のパミスの存在である。このパミスは従来、古墳の周溝やロクロ土師器を出土する竪穴住

居跡に見出されていたいわゆる「粉状パミス」と性状が同様のものである。

遺構中のパミスは人為的な堆積か、自然的な堆積物か以前は不明をものとして問題にされて

きたが、ここでは新期の降下火山灰であることがほぼ明らかに在った。

自然堤防堆積物の構成は、耕土、クロボク、シルト一組砂・巨礫まじりの礫層である。礫層

は新鮮な面をもつ亜円礫一円礫から在る。尾根の部分では礫層上にはシルト一組砂を欠き直接

クロボクが載る。

4.周辺の遺跡(第5図)

本調査区の北半部域(本宿)の載る金ヶ崎段丘(新期面)縁辺沿い、及び南半部域(猫谷地古

墳群)にあたる自然堤防上(河岸平野)には、東西にわたって多くの遺跡が立地している。主

を遺跡としては、隣接した五条丸古墳群、八幡古墳群、 4.5血西方に長沼古墳群をどの群集境の

存在する遺跡や下江釣子羽場、塚遺跡等の奈良一平安時代の集落跡が分布している。その他過

脚数は少ないが縄文時代のものとして西方の竪月旧、藤根、東方の北上市(九年橋遺跡一晩期)

の遺跡があり、弥生時代のものは西方の藤根附近(念仏車、蔵屋敷遺跡)にわずかこ散見され

る程度である。また西方500m地点に中世の五条丸館跡がある。いずれ現段階では、奈良時代

の遺跡が多い地帯と見ることができる。

段丘縁辺を離れて、北方の段丘面上や微高地、上位の村崎野段丘沿いでも各時代の遺跡が発

見されている。本追跡から5山内に立地する主をものには、新平遺跡(縄文、奈良一平安、中

世) 、鳩岡崎遺跡(旧石器、縄文、奈良一平安) 、藤沢工へⅣ遺跡(旧石器、奈良一平安) 、

下谷地遺跡(平安) 、常盤台追跡(平安)等があげられる。旧石器、縄文時代の遺跡は村崎野

段丘沿いであるが、奈良一平安時代の遺跡は各地域に広がりを持って分布している。

一方、和賀川を挟んだ南方の低、中位段丘(金ヶ崎段丘古期、村崎野段丘)上及びその縁辺

には縄文一平安時代の追跡とともに、 10へ20mをこえる段丘崖や湧泉、深い小谷地形を利用し

た中世の館跡が多く、柳上館、鹿島館、丸子館、梅ノ本館、観音館をどが東西に連をって存在

している。
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第5図 猫谷地周辺の遺跡(5万分の1)

第2表 遺跡名と時代
語草 追 跡i∴名 時 代 番号 遁音∴鋤こ∴名 時∴∴∴∴代 番号 退∴∴鋤;∴名 時 代 

1 道 の 上 長∴根 奈良一平安 14 満 水 蝿 奈良一平安 28 高 播 平安 

2 新 平 
縄文・奈良一平安 中世 

15 梢 悠 台 平安 29 鳥 海 柳 奈良一平安 

16 隷北高 グ ラ ンド 平安 30 鍛 冶 印 南 

3 声 醤 拙文・奈良一平安 17 下 谷 地 平安 31 火 薬∴」時∴∴四 

4 輯∴∴∴砥 1 紬文・奈良一平安 18 小 島 平安 32 九 年 矯 縄文 

5 
〃

Ⅱ 奈良一平安 19 下 江 釣 子 羽 場 奈良一平安 33 諏 訪 神 社 境 内 

6 楊 岡 崎 聞 拓 平安 20 嫁 奈良一平安 34 和 算 純文 

7 鳩 岡 崎 縄文・奈良一平安 21 五 条 丸 館 跡 中世 35 里 小 屋 平安 

8 藤 沢 (事へⅣ) 
旧石器 奈良一平安 

22 本∴∴帝∴∴調音∴」鳩 平安 36 大 坂 縄文・平安 

23 五 一条 九 古 墳 群 奈良 37 田 中 縄文 

9 鮭 川 縄文 24 上∴∴∴経 木 平安 38 久 田 縄文・平安 

10 中 過 奈良一平安 
25 

経 解地〈窓谷舶脚 縄文・古均一平安 奈良 

39 ハ ‡干 細文 

11 鳩∴岡∴崎∴二∴館 中世 40 柳 I 館 奈良一平安・中世 

12 野∴∴∴崎 I 奈良一平安 26 八 幡∴古∴碩∴群 奈良 41 潤 Iう 敷 純文 

13 
ケ

Ⅱ 奈良一平安 27 人 情 奈良一平安 
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Ⅲ 検出された遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構・遺物は主に縄文時代と古代のものである。

縄文時代の遺構は竪穴住居跡1、竪穴状遺構1、大型ビット群(約160基)、小ピ・ソト類(15

前後)、溝状ピ・ソト3、落ち込み遺構2である。これらは調査区の北学部区域(BへD区)の低

位段丘上に発見されたものであり、水田をはさんだ南半部区域(JへK区)の自然提防止の平坦

面には全く検出されをかった。大型ピットは古代の住居跡と重複しているものが少をくない。

分布範囲はCへD区にわたり、さらに調査区外の西方や東方に広がってゆくと思ねれる。

縄文土器は後期初頭のものが多く、次いで中期中葉(大木8b式)、少をいが中期初頭(大木

7a式)の破片も出土している。スタンプ状等の土製品や各種の石器が伴出した。

弥生時代のものと思われる土器が1個体だけ出土したが、遺構はない。

古代の遺構は、竪穴住居跡24棟、竪穴状遺構3棟、掘立柱建物跡1棟、焼土遺構2基、周溝

状遺構2、マウン国犬遺構1等である。住居跡は南半の自然提防上に5棟、その他は北半の低

位段丘上より検出されている。北半では縄文時代の遺構と重複するものが多く存在する。

古代の遺物は土師器、須恵器、紡錘車や砥石をどの石製品、土錘、鉄斧をどがある。土師器

や須恵器は住居跡で共伴する内容から、その編年的な位置づけに良好を資料と在り得るもので

ある。植物遺体としては炭化米と住居跡に伴う炭化材が発見された。

なお当遺跡は猪谷地古墳群遺跡の区域内にあり、南半部には猫谷地第9号境と第10号境の2

基の古墳が存在している。これらは保存することとなったため今回は調査対象外とした。

(調査地域)

(
A
̃
D
区
)

(
H
̃
K
区
)

北
半
区
域

南
半
区
域

縄文時代-

古代

(検出遺構)

○竪穴住居跡1棟(CA12) o竪穴状遺構1基(DD15)

○大型tiソト約160基(CA21-DF21、及び落ち込み過構内)

○小ピット類(約15基) ○溝状ピット3基

○落ち込み遺構2 (C区)

○竪穴住居跡19 (B-D区)

○竪穴状遺構3棟(BへD区)

○掘立柱建物跡1棟(B区)

○焼土遺構 2基 (B区)

○竪穴住居跡5棟(J区へK区)

○周溝状遺構2 (G区へJ区)

○マウン国犬遺構l (H区)
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1 縄文時代の遺構と遺物

(1)CA12竪穴住居跡 第9図 図版5

〔遺構の確認〕 貯蔵穴状ピット群の北辺に検出され、南にはピ・ノト群が広がっている。古代

の住居跡3棟(BH12住居跡、 CBO3住居跡、 CE12住居跡)に隣接しており、その距離は4m

程である。

〔重複〕 重複する遺構はないが、隣接するピットはCBO6ビット、 CB15E`ソト、 CCO9ビッ

トがある。

〔平面形・規模〕 比較的立ち上がりの明瞭を西側壁面から推定し、ほぼ円形のプランと思お

れる。南北6.9m、東西6.3mで、その床面積は約32正の規模である。

〔堆積土〕 炭化物が含まれる黒褐色土であるが、検出面が床面に近く、その具体的を堆積状

況は不明である。

〔壁〕 南東部や北部の壁高は5へ9cmと極めて浅く、西側で13へ18cmを測る。従って壁の掘

り込み角度や床面との境をど不明確を部分が多い。

〔床〕 西側に若干低くなるが、その比高差は10cm内外でほぼ平坦である。多少の起伏の状況

を見れば、炉跡の周辺はやや低く、また柱穴の外側にあたる床面はやや高まっている。床面に

は柱穴、石囲い炉、礫が検出され、また南側から縄文土器5個体(いずれも1/3-1〃残存)が出

土している。西壁、東壁、 2個所に長橋円形で深さ10cm程の掘り込みがある。

〔柱穴〕 柱穴と見られるビットが9個検出された。計測値は第3表に示した。上場径は25へ

45cm、深さ30-45cm程で、ほぼ円形に配列している。各ピ、ソトの中心点を結んだ間隔はP「R

156cm、 P2-P3155cm、 P3-P。137cm、 P4へP5160cm、 P5へP678cm、 P。-P,170cm、 P了へP。180cm、

P。-P。115cmである。又、間隔のせまいP5をはずしてP4とP。を結んだ距離は200cmとなる。堆積

土は黒褐色土のa層を主体に暗褐色のb層を側面や底面に含み、地山のシルト混じりの共通し

た様相を呈している。柱穴の断面形は円筒状が多く、若干幅の広がったバケツ状を毒すものも

ある。掘り込みはやや上部が西に傾いた方向に向いているものが多い。配列が壁の円形に沿っ

ていることと、その規模や堆積土の共通性から同時に設置された柱穴と推定される。南東部の

P5とP。の間隔のせまい部分は、他の柱穴部分と

は違った箇所と見られ、住居跡構造の中の出入

口とか、特殊をエリアと思われる。

〔炉〕 住居跡中央より南寄り部分に検出され

た。床面を15cm程掘り込みその周囲に炉縁石を

並べて構築した石囲炉である。規模は径65cm程

度の円形プランで、使用された炉縁石は長径10

ピットNo. 上 場 cm 下 拐 cm 深 さ cm 

1 40×38 30×20 40 

2 42×37 25×20 35 

3 35×35 22×20 35 

4 32×27 18×15 40 

5 30×30 15×15 30 

6 37×30 25×17 33 

7 47×45 25×22 42 

8 36×35 19×17 50 

9 30×25 22×18 45 

第3表 
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黒褐色腐植土 炭化物木板含む
熱褐色土 シルト
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暗褐色土

黒褐色土

第9図 〇A12竪穴住居跡平断面図(1 /60)
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シルトと若干の焼土
シルト
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(I-2)

(工-2)

(I-2)

(Ⅲ-1)

(Ⅱ一2)

をへ・ --ヾ隅
第10図 住居跡出土土器(1 /3)

0 5 10cm

-25cmの円礫10個前後である。堆積土は上層に炭化物を含み、中層に焼土層が入っている。

〔出土遺物〕 堆積土から復元可能の縄文土器2個体(1/3程度残存)と他の口縁部5、胴部約

50点、床面直上から復元個体5 (図中のNo.l-No.5)出土している。定形的を石器は牽く、石

核様のもの1点である。 No.2へNo.5の土器はP5と周囲に隣り合わせにまとまって出土したもの

であるが、いずれも完形品ではない。出土状況はNo.2は横倒、 No.3は倒立、 No.4は正位、 No.5

は倒立であった。図のように隆起線文や平行沈線の曲線文をど中期中葉(大木8b式)のものが

大部分であるが、後期初頭の土器も少量混じっている。又住居跡を含む周辺の表採遺物にも約

100点あり、文様の判明するものはほとんど大木8b式である。

遺物のあり方から、本住居跡の構築時期は縄文中期中葉(大木8b式期)と推定される。

No.1の土器は口径13.5cmの小型深鉢で、口縁部は無文辞、頚部は2本の隆起線と5本の平行

洗練文、体部は平行沈線の渦巻文が施文されている。大波状口縁で口縁一底部まで欠損部分が

多く全体の1/5程の残存である。 No.2の土器は口径7.5cm、底径4.5cm、器高11cmの小型深鉢

である。隆起線の区画文が施されており、 4/5残存する。 No.3の土器は単節斜縄文Rし縦回転の

地文のみの小型深鉢で、口径12.5cmを測る。体部下半から欠損し1/3残存している。 No.4の土
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器は口縁部と底部を欠損しているが、やはり小型深鉢である。平行洗練文が施文され1/4残存

しているo No・5の土器は口径22cmのキャリバー型中型深鉢である。隆起線による口縁部文様帯

に渦巻文等施している。 No・6とNo.8は、隆起線文をもつ体部破片である。 No.lへNo.6までは施

文の特徴からすべて中期の大木8b式に比定されるが、 No.7の破片は磨消縄文や沈線文、小突起

など後期初頭のものである。

(2)DD15竪穴状遺構 第11図(図版6)

〔遺構の確認〕 DC12住居跡の西側に隣接して検出された。ビット群域の南端部にあたる。

〔重複〕 DC12住居跡の西壁に切られているが、この境の下部にはDD12ビットがあり、東側

ではDD18複合Cピ、ノトと切り合っている。この2つのビットとの先後関係は明確でをい。

〔平面形・規模〕 南北3.3m、東西2.7mの小規模を楕円形プランである。

〔堆積土〕 黒褐色土の単一

層であるが、北と西側に黄褐

色土のかく乱ブロック土・木根、

炭を少量含む。

〔壁〕 切り合い部や検出段

階の掘りすぎがあり、必ずし

も平坦か状態では老いが、壁

高は30cm前後を測る。ほぼ直

に掘り込まれているが、南側

はゆるやかである。

〔床〕 多少の凹凸をもちな

がら北から南にかけてゆるや

かに傾斜し、その差は10cm程

である。炉跡は見られをかっ

たが、中央から北の壁際まで

黄褐色の粘土質土が存在して

いた。がをりの量である。

SPA「

し=7l. 5m

く夕一木限 A

A 黒褐色土 ややかたい
B 黒褐色土 ややかたい
C 馬術色土 ややかたい

瀦
㌣
拐

・
力
・
力蕊のむ土

合
費

片萬
し

土
な

第11図 DD15竪穴状遺構平断面図(1 /60)

〔出土遺物〕 堆積土の中から縄文土器6点(口縁2、休部4)である。いずれも単節斜縄文

の地文のみで、時期比定はできなった。

〔性格〕 竪穴状の形態や規模から小型の住居跡とも見られるが、柱穴が検出されをかったた

め不明である。ただ周囲に散在する大型のピット類とは違った性格のものであろう。設営時期

は確実性は低いが、遺物から一応縄文時代のものと肥えた。
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(3)大型ピット群

開口部や深さがIm前後を測る大型ピ、ソト約160基は、調査区のCブロック、 Dブロックに

密集し、不定形を落ち込み遺構や古代の住居跡と重複しているものがかなりある。ピソトから

出土する遺物のほとんどが縄文土器であり、その設営期は縄文時代と推定されるものである。

これらの中で後述の落ち込み退構内のものはその項でとりあげ、ここではそれらを除いたピ

ットの形態、規模、堆積土、遺物について述べる。

記述の順序は遺構配置の上で北側から南へ、つまりCA区からはじめてDF区で終える形を

とった。ピ、ノトによっては断面図を作成できをかったものがあり、それらは平面図のみ掲載し

ている。断面図中のスクリーントーン部分は、地山の黄褐色土を多量に含む層である。文中で

平面形、断面形、開口部径、底径、深さは複合したと思おれるものについてのみふれており、

その他は第4表の大型ピント一覧表(72-76)に一括して記載した。各ピ、ソトの番号は第7図

の遺構配置図中の番号(二一致させている。

① cA21No.1ピット(第12図)

堆積土は6層に区分され、レンズ状に整然となっており、自然に堆積したものとみられる。

壁際へブロック状に入っている6層は壁の崩落土であろう。すべての層に小礫がふくまれるが

4層と5層に特に多い。遺物は縄文土器30点(口縁1、休部29)である。網目状撚糸文や沈線

文をどから後期初頭のものと思われる。出土層位は不明である。

(① cA24ピット(第12図)

堆積土は7層に区分され、下層部堆積後、間をおき7層のブロック土や上層が徐々に自然堆

積したものと見られる。 1層、 2層には炭化物や焼土を多く含み、投げ捨てられたと考えられ

る。縄文土器21点(休部20、底部1)でいずれも磨滅が著しい。連鎖状隆起線や洗練文をどか

ら後期初頭であろう。出土層位は最上層のl層である。

(① cBO6ピット(第12岡)

底面ほぼ中央に径35cm、深さ15cmの小ピントがある。堆積土は5層に区分され、黒褐色土層

と暗褐色土がレンズ状に互層を成しており自然堆積と見られる。 1へ3層の中央付近に礫が多

い(点線部分)。遺物は縄文土器の休部細片8点で時期、出土層位は不明である。

④ cB15ピット(第12図)

堆積土は6層に区分され、レンズ状に整然とをっており自然堆積と見られる。シルトの混入

は全体にあるが、黒褐色土が主体となっている。下層にはシルトの小ブロック土がある。上層

の1へ3層には礫が含まれる。遺物は縄文土器29点(口縁5、体部23、底部1)、耳栓状の土

製品(図中の3)である。ボタン状貼付文や沈線文などから後期初頭と思おれる。出土層位は

不明である。
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黒褐色土 小椋含む l 黒褐色土 土器、小椋、炭化物を含む
2 にぷい黄褐色土 塊土、小様、炭化物を含む「 2
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3 黒褐色土 植生根若干含む
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第12図 大型ピット平断面図(1 /60)
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(り ccO9ピット(第12図)

堆積土は11層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。下層には崩落土とみ

られる黄褐色土が小ブロック状に混入している。 2層中央に小礫が多く混入する。遺物の出土

は老い。

(㊦ cc15ピット(第12図)

開口部の西側に崩落部分をもつ。堆積土は5層に区分され、下層部堆積後中一上層がレンズ

状に自然堆積したと見られる。壁際の3層には黄褐色土が混入する。 2層には礫が含まれる。

遺物は、縄文土器20点(口縁2、休部17、底部1)と石器のスクレーパー1点が出土した。無

文の口縁部片の器形と同じく無文の袖診土器の底部や、地文に網目状撚糸文が見られることから

後期初頭のものと思おれる。出土層位は不明である。

(り cc21ピット(第13図)

底面は砂礫層が露出している。堆積土については不明である。出土遺物はない。

(り cc50ピット(第13図)

堆積土は10層に区分され、概ねレンズ状であるが、下層の9層は比較的短時に入ったと推定

できる。また5、 6層は壁の崩落土であろう。全般的にシルトの混入があり、上層には小礫が

含まれている。遺物の出土は老い。

⑨ cDO6ピット(第13図)

堆積土は13層に区分され、やや複雑な混入状況を示しているが堆積方向がレンズ状とをって

おり自然堆積と考えられる。砂質シルトの混入が各層にあり、又上層の1へ8層には小礫が含

まれる。底面に円礫3個検出された。遺物は図の小型壷型精整土器が1層から出土している。

口縁部と体部下半に欠損部があり、器高は10cm前後と推定される。祭文地に平行沈線の曲線文

が施され、後期初頭のものと思われる。

⑲ cDO9ピット(第13図)

CE12住居跡の北東隅の床面下にかかって検出された。堆積土や断面形については不明であ

る。遺物は出土していをい。

⑪ cD12ピット(第13図)

CDO9ピソトと同様にCE12住居跡の北西隅の床面下にかかって検出された。断面形や堆積士

については不明である。遺物の出土はない。

⑫ cD18ピット(第13岡)

深さが150cmとかをり深い。堆積土は11層に区分され、上層はレンズ状に、下層はブロック

状に堆積している。 7-9層を短時間を堆積土と見れば、上層は自然に埋没していたものと考

えられるが、下層は人為的に埋めた可能性もある。 1-4、 6層には小礫が含まれる。遺物は
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トCDO6ピ・ソト出土I
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色
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〇

1
2
2
4
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6
了
8
9
1
 
0
1
 
1
1
 
2

1肌的色土 シルト質の凪色土

2 鳳色上 期色土に微瓜の秒賞シルト

3 賞的色土 砂質シルト(二秒俄

4 凪的色土 鳩色土(こ小職が入りこんでいる

5
〃 シルトと凪色土の泥土

6
〃 肌色土Iこシルトがまだらiこ入る

7 梱包土 砂懐屑

8 昭的色土 シルトがかった則色土(砂、炭化物悔少)

9戴紺色土 砂質の多いシルト

10 親褐色土 勲色脂舶土(二まだら(こシlレトが入る

11
考 課土とシルトの泥土

12 脚色土 鼎色儀櫛二日こまだら(こシルトが入る

13 ㈹色土 砂質のシルト

相場色土 褐色土にシルトが備中入っている

則包土 肌色土にシルトが鮮少入っている
〃 粘土質シルトに凧色士が若手入る
ヶ 肌色よく二シルトが若手入る

捕褐色土∴∴∴∴粘土質シルトに親色土がまだら拭くこ入る

(こぷい萌的色上i粘土fi(シルトと賦色士の泥土

〃∴∴∴∴粕」瑠シルト(二部色土が若手入る 0

第13図 大型ピット平断面図(1 /60)
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l層の上部に縄文土器の大型深鉢の底部等7点である。縦の撚糸文を地文としており、中期未

一後期初頭のものと思われる。

⑬ cD53ピット(第13図)

堆積土は12層に区分され、流れ込みや小ブロックがレンズ状に堆積しており自然堆積と見ら

れる。 11層と12層は壁の崩落土と考えられる。全体に地山のシルトが混入し、上層には礫が含

まれる。遺物は縄文土器7点(口縁2、体部5)が1層から出土した。ミガキ調整の隆起線や

ボタン状貼付文、沈線文と磨消縄文等後期初頭のものと思われる。破片数には同一個体のもの

5点を含み、磨滅が見られる。

⑭ cEO6複合ピット(第14図)

いくつかのど、ノトが複合したものと見られるが堆積土や切り合い関係は不明である。部分的

に崩落部やふくらみを持つ所があり、開口部150cm内外のビットを想定すれば少をくとも4個

以上と考えられる。中央のピットの深さは120cm,周囲の掘り込み面の深さは65cm-100cmで

ある。遺物は復元個体など縄文土器70点、土師器杯口縁部3点が堆積土の上層から出土してい

る。図1の土器は口径32cm、器高50cm以上の大型深鉢で平行隆起線文や沈線文による渦巻文を

どが施文され、後期初頭と思われる。 4分のl程残存している。他に地文のみの大型深鉢(3

分のl残存)や後期初頭と中期の大木8式の破片が混在している。

⑮ cEO9ピット(第14図)

CE12住居跡の東南かまど焚口部分の床下から検出された。堆積土、断面形については不明

である。遺物は出土していをい。

⑯ c巨15ピット(第14図)

堆積土は5層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。 2層には小礫が含ま

れ、底面には10個程の円礫が検出されている。遺物は縄文土器9点(休部8、底部1)でいず

れも磨滅があり時期比定はできをい。出土層位は不明である。

⑰ cE18ピット(第14図)

堆積土は7層に区分され、上層はレンズ状であり自然堆積と見られるが、 3-5層の下層部

は崩落土もしくは流れ込みと考えられ、地山のシルト質土に近い。 2、 4層に小礫が含まれる。

遺物は縄文土器5点(休部4、底部1)でいずれも細片であるが、他に無文の袖診土器(図中

-1/2残存)が出土した。層位は不明である。

⑱ cE30ピット(第15図)

壁際や底部にブロック状の崩落土があり、その上にレンズ状に堆積していることから自然堆

積と見られる。ピット中央部に円型の掘り込みがあり、二重円構造とをっている。開口部径は

200cm,深さ80on、底面の掘り込みは口径100cm、深さ40cmである。最下層の8層の砂礫層部
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分は単一層であり、それより上部の層とは違った埋没過程があったと思おれる。また大小2つ

のピントの複合とも考えられるが堆積土からは判断できない。遺物は縄文土器54点(うち復元

土器2、口縁6、休部45、底部1)で いずれも磨滅が著しい。縦の撚糸文の地文をもつもの

が多く器形からも後期初頭と思われるものがほとんどを占めるが、中期の大木8b式の破片(拓

影5)も2点混入している。出土層位は明確でない。

⑲ cE50複合ピット(第15図) (図版7)

aピ・ソトとbピソトは図のように連なっている形態である。 aピソトは南側円形ビット(推

定)と切り合っているが、さらに底部の北側にピント状の掘り込みがあり、その中央に小ピソ

1 鴫的色腐植土

2 (こぷい節褐色土

3 黒色脂橋土

4 難色泥土層

5 褐色土

小磯若手含む、小供は

2同位、粘性が強い

植生根が若手含む

斌色と鵠土の泥土であ

る

他山のシルトが混じっ

ている

第14図 大型ピット平断面図(1 /60)
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CE18ピット出土(3/1)

割色士

撫紺色士 小磯が井手ある

にぷい的紺色土 シルトが強い

碇を含む、撮凡

々∴∴∴層
掩乱屑(但し、シ

ケ

ルトが勘、)




